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　津波石とは，津波により陸上に打ち上げられた岩塊のことである．先行研究によると，宮古島や石垣島をは

じめとする琉球列島南部の島々には，過去の複数の津波によって石灰岩からなる巨礫，すなわち津波石が打ち

上げられていることが報告されている．本研究では，津波によって陸上に打ち上げられた津波石のうち，海崖

を乗り越えて海岸段丘上に定置している津波石に焦点をあてて野外調査を行い，過去に琉球列島南部，宮古諸

島と八重山諸島に襲来した津波営力の違いについて考察を行うことを目的とする． 

 

　本研究では，宮古諸島に属する宮古島・下地島，八重山諸島に属する石垣島・黒島の4島を調査対象地域と

して選び，宮古島東平安名崎海岸，下地島西海岸，石垣島大浜・真栄里海岸，黒島南海岸において，津波石の

調査が実施された．これらの海岸では琉球石灰岩からなる海崖をもつ海岸段丘が発達し，段丘上や崖の基

部，サンゴ礁上に大小様々な津波石が分布する．各海岸の背後には，岩塊が供給されうる丘陵などの高台が存

在しないため，段丘上の岩塊は津波によって崖を乗り越えた可能性が高いと判断し，本研究では3 m以上の長

径をもつ巨礫を津波石とみなした．津波石の重量（W）と海崖の高さ（H）に関する以下のような調査・分析

を行った. Wを求めるため，津波石の体積（V）と密度（ρ）の推定を行った（W＝ρgV，gは重力加速度）. V
は津波石の長径と中径と短径の計測および高精細地形測量（TLSおよびSfM測量）による3D解析を併用し求め

られた．ρは弾性波速度の計測値から推定された．Hはレーザー距離計を用いて計測された． 

 

　津波石は，宮古島ではH=17 mの段丘上に14個，下地島ではH=10 mの段丘上に１個，石垣島ではH=3 mの

段丘上に4個，黒島ではH=3～4 mの段丘上に6個，計25個が確認された．段丘上の津波石が津波によって崖下

から運搬されたと仮定すると，W・Hは津波石の鉛直方向の移動にかかった仕事を示すことから，津波石を崖

上に運搬するのに必要な津波営力（運動エネルギー）の指標となる．さらに各島のW・Hの最大値は，各島に

おける過去最大の津波を示すと考え，それらの値を比較してみると，その大小関係は下地島≧宮古島＞石垣島

＞黒島となった．この結果は，過去に宮古諸島に八重山諸島よりも大きな津波が襲来したことを示唆し，石垣

島周辺で最も大きい津波が襲来したとされる1771年の明和津波とは異なっている．
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